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研究成果の概要（和文）：

研究成果の概要（英文）：
The central tenet of this study is the belief that because learners

develop meta-cognition and critical thinking skills of their own at their
own pace, it is critical that the training of elementary school and junior
high teachers includes the development of curriculum, teaching
methodologies, and actual educational practices that strive to stretch the
autonomous learning capabilities of learners, while at the same time
emphasizing the individuality of each learner. This research outlines the
development of a teacher-training curriculum for English educators that
emphasizes these key features of young learners of English. Moreover, the
curriculum that was built connects current Foreign Language Activities for
elementary school with junior high school English education.
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き伸ばすことを目指す教育をすることができる教授法を開発することを検討し、
そのカリキュラムを構築した。そして、中学校英語教育に円滑に繋げる指導がで
きる教員を養成するカリキュラムとして研究成果を『新しい小学校英語科教育法』
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１．研究開始当初の背景

2011 年から『新学習指導要領』が導入され、

「小学校外国語活動」が必修化された。その

ため、当初は、現職教員の研修は文部科学省

をはじめとして地方自治体等でも積極的に

行われていた。しかし、教員養成については、

これまで各大学に一任されており、その内容

は、担当する教員によって様々であった。ま

た、「外国語活動」は、教科としては導入さ

れていないので、「英語科教授法」での扱い

方も大学によって格差が生じている。故に、

小学校外国語活動を踏まえた内容で、「英語

科教授法」のカリキュラムを開発することが

急務であると思われた。具体的には、「小学

校外国語活動、小中連携の英語教育」に対す

るカリキュラム開発である。

２．研究の目的

本研究の目的は、学習者のクリティカルシ

ンキングを活用した教育実践を行い、小学校

外国語活動と中学校英語教育における大学

での教員養成のカリキュラム開発を行うこ

とである。「英語科教育法」において、小中

の英語教師を養成するために、学習者の自律

的教育実践を行い、児童や生徒一人一人の個

性を引き伸ばすことを目指す教育をするこ

とができる教授法を開発することである。

小・中高校の英語教育を通して最終的なゴ

ールはコミュニケーション能力であると言

われるが、それは単に英語で話しができる能

力ではなく、物事を批判的・客観的に解釈し、

自分の意見を建設的に述べて、周囲の人々と

協調して行動していける能力、いわば対人交

渉能力まで含めて考えるべきである。このよ

うな目標を達成するために、「英語科教育法」

での指導の在り方を検討し、「英語科教育法

のカリキュラム」開発を行う必要がある。本

研究は、そのような動機によって始められた

研究である。また、英語科教育法におけるク

リティカルシンキングの意義について理論

的な背景を提示することと、実際の英語授業

の実践においてクリティカルシンキングを

活用してコミュニケーション能力を養成す

るためにインターネットを利用したリテラ

シー能力に焦点を当てた言語活動の方法を

開発することもこの研究の目的である。

３．研究の方法

本研究の目的を達成するために、はじめに、

教員養成の指導法、クリティカルシンキング

の理論的背景、コミュニケーション能力育成

への活用法など授業方法について文献研究

によって先行研究を概観した。次に、教員養

成の授業研究や、小中学校の授業観察、参与

観察、インターネットを利用した授業に対す

る同様の研究を行った。この事例収集につい

ては、クリティカルシンキング養成について

はフィンランドをはじめとする EU 諸国の事

例なども視野に入れた。併せて、国民の英語

能力が比較的高いとされるシンガポールな

どのアジア諸国についても適宜事例収集の

対象にした。これらの事例をまとめて、日本

における教員養成カリキュラムとして、実際

に適用できる授業計画を提示し、パイロット

スタディを実施した。そして、最終的には、

コミュニケーション能力育成にクリティカ

ルシンキング能力を活用するという観点か

ら、どこまでの教育指導が可能であるかにつ

いて、検討し、それを提示した。

４．研究成果

本研究では、教員養成大学における英

語教員養成プログラムにおいて、「英語

科教育法」での指導の在り方を検討し、

学習者のクリティカルシンキングを活用して

、「英語科教育法のカリキュラム」開発



を行った。

新学習指導要領において、必修化された小

学校外国語活動は、中学校英語教育へと円滑

に接続できる指導を行うことが求められて

いる。また、小・中・高校の英語教育を

通して最終的な目標はコミュニケーシ

ョン能力であると言われるが、それは単

に英語で話ができる能力ではなく、物事

を批判的・客観的に解釈し、自分の意見

を建設的に述べる（＝クリティカルシンキ

ング）ことを活用して、周囲の人々と協調

して行動していける能力、いわば対人交

渉能力まで含めて考えるべきである。

クリティカルシンキングを活用した小・中

英語教員の養成について、研究成果としては、

(1)教員研修から教員養成で扱うカリキュラ

ム・デザインを行うこと、(2)文部科学省の教

材やカリキュラムだけでなく、指導者が指導

している児童に適した小学校外国語活動の

カリキュラム・デザインを行うこと、(3)小・

中連携の英語教育における、教員養成カリキ

ュラム研究等、多岐に渡った。

そして、この研究では、英語教育現場の事

例研究を基にしていることから、教育実習や

実践を通して、「教員養成の在り方」を研究

すると同時に、小学校外国語活動と中学校英

語教育における大学での教員養成のカリキ

ュラム開発、学習者の英語コミュニケーショ

ン能力を育成することができる教授法とそ

のカリキュラムを検討し、開発した。

また、この研究は、教員養成カリキュラム

だけではなく、小学校外国語活動を小・中・

高・大という学校教育全体の枠組みから捉え

直すものであり、またあわせて小学校の英語

教育の内容や小・中の教育実習の在り方につ

いても次の世代を見越している。更に、現在、

小・中連携の英語教育における文字指導の問

題が言われているが、クリティカルシンキン

グの視点から、リテラシー教育を考察し、単

に文字指導というミクロな側面だけではな

くて、より大きな視点から小学校英語を考え、

実際に小学校、中学校の英語教育の現場で、

理論と実践を融合させたカリキュラム開発

へと繋げていくことができた。

小学校、中学校の英語教育は教室内での学

習にとどまる傾向が強く、言語技能だけに焦

点を当てたものになりがちである。そのため、

教員養成のためのカリキュラム開発では、

「クリティカルシンキングを活用した小・中

学校におけるコミュニケーション能力育成」

を目的として、言語技能を実際に利用する場

面を学習者に提供し、対人交渉能力の育成、

また、コミュニケーションの道具としてイン

ターネットの効果的活用を含んだ英語科教

育法のカリキュラム開発、更に、小学校外国

語活動、中学校英語教育についての効果的な

指導法、教材・教具の研究、実践的な活動等、

実際に児童・生徒の指導をした教師が、受け

身の研修ではなく、自らが研修会の講師を務

めたり、実践研究の内容を著したりする取り

組みとすることができた。そして、これらの

研究成果は、『これからの小学校英語教育の

発展』（高橋美由紀（編著）アプリコット出

版）、『新しい小学校英語科教育法』（高橋

美由紀・柳善和（編著）協同出版）、『小学

校の外国語活動授業づくりのポイント』（高

橋美由紀・柳善和（編著）ジアース教育新社）、

「小学校英語科教科学」（高橋美由紀著、都

築繁幸編『教科学を創る』愛知教育大学出版

会）に出版の形で発表している。以下はその

カリキュラム「小学校外国語（英語）科教科

学の試案のシラバス案である。



表：小学校外国語（英語）科教科学の試案のシラバス案

目的 この授業では、小学校外国語（英語）教員を養

成することを目的としている。具体的には、学

習指導要領、及び、言語習得理論を踏まえた上

で、外国語活動における理念や、実践指導に必

要な知識と教育実践のあり方、指導の実際につ

いての教育を展開する。更に、指導者の英語技

能を向上させるための指導も行う。

第 1 回 小学校英

語教育概

論

（1）小学校英語教育の導入の経緯

（2）学習指導要領の解説

（3）小学校英語教育における教授法

（4）言語習得論からみた小学校英語教育

第２回 小学校英

語教育の

授業の計

画と評価

（5) シラバスの構成

（6）授業の進め方

（7）指導案の書き方

（8）学力評価のあり方

第 3 回 英語教育

の教材

（9）教材のいろいろ「音声教材」

～チャンツ・歌～

第４回 英語教育

の教材

（9）教材のいろいろ「視覚教材」

～絵本・カード・テキスト教材～

第５回 英語教育

の教材

（9）教材のいろいろ「視聴覚教材」

～ビデオ・電子黒板教材～

第 6 回 英語教育

の教材

（9）教材のいろいろ ～「ゲーム等で使用する

教材」～ワークシート等～

第 7 回 小学校英

語教育の

実際

（10）国際理解教育

第 8 回 小学校英

語教育の

実際

（11）ICT を利用した小学校英語教育

第 9 回 小学校英

語教育の

実際

（12）ティームティーチング

第 10 回 言語技能

の指導

（13）音声の指導

第 11 回 言語技能

の指導

（14）聞くこと、話すことの指導について

第 12 回 言語技能

の指導

（15）文字指導とリテラシー（読み書き能力）の

育成

第 13 回 言語技能

の指導

（16）語彙の指導

第 14 回 言語技能

の指導

（17）文法の指導

第 15 回 小学校と

中学校の

連携のた

めに

（18）小学校で英語を教える教員の資質と養成

（19）英語コミュニケーション能力を向上させる

ために

（20）小学校と中学校の連携の進め方

（21）これからの小学校英語教育の発展

第 16 回 試験
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